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 研究概要 
光学的文字認識技術(OCR)と構造解析技術により、印刷物中の化学構造式画像を認識し検索可能な業

界標準形式に変換する技術の研究を行った。これにより、従来は手作業で行っていた化学構造式画像の

電子化作業が効率化する。電子化されたデータは業界標準形式のため、既存のツールと連携することが

できる（図 1）。 

 

 研究内容、研究成果 
 我々が開発した ChemInfty(ケムインフティ)システムは、論文や特許などの印刷物中の化学構造式画

像を認識するソフトウェアとその認識結果を効率的に修正するための修正インターフェースソフトウ

ェア（図２）から構成されている。作成した化学構造式画像の認識および修正ソフトウェアは、競合ソ

フトウェアと比べ、(1)接触画像などの低品質画像への対応（図３）や(2)操作性の高い修正インタフェ

ース、(3)特許に頻繁に用いられるマーカッシュ記法の認識（図４）に対応しているという点で優位性

がある。実際に 2008 年の特許のデータを電子化し、既存のシステムへ入力し検索システムのプロトタ

イプの作成を行った（図５）。また、化学構造式を手書きで簡単に入力できるインタフェースのプロト

タイプを作成した（図６）。このインタフェースは、PC のウェブブラウザや iPad や Android などのスレ

ート端末でも操作することができる。 

 

プロジェクトのウェブページ：http://www.inftyproject.org/jp/ChemInfty/ 

 

 今後の展開、将来の展望 
本プロジェクトでは、以下の事業展開を考えており事業パートナーを探している段階である。 
 

①認識および修正ソフトウェア販売 

 プロジェクト内で開発した認識および修正ソフトウェアの年間契約による利用権を販売する。 

 

②ネット経由の認識サービス 

 ユーザがネットを通じて画像をアップロードし、その認識結果をネットからダウンロードする認識サ

ービスである。 

 

③電子化サービス（認識と修正） 

 顧客の持つ電子化されていない化学構造式の画像データを電子化し、その電子化データを納品するサ

ービスである。 

 

④電子化システム構築サービス 

 化学構造式を電子化するシステム全体をカスタマイズした上で納品する。  

 

 

図１ 研究実施内容 

 

 

図２ 操作性の高い修正インタフェース 

 

 

図３ 文字と線との接触画像例 

 

図４ マーカッシュ記法の例 

 
 

図５ 検索システムのプロトタイプ 
 

図６ 手書き入力インタフェース 
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